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ご  
こ
う  

ぎ  

ほ
り 

も
の

文
化
財
コ
ー
ナ
ー

御
公
儀
彫
物
棟
梁  

　高
松
又
八
郎
邦
教

Ｎｏ.373

本
堂
向
拝
虹こ

う
り
ょ
う梁

上
に
目
を
遣
る

と
、
胴
を
く
ね
ら
せ
、
ど
っ
か
り

と
身
構
え
た
龍
が
い
る
。
そ
の
龍

は
不
審
者
や
不
信
心
な
者
に
睨
み

を
効
か
せ
聖
域
を
守
っ
て
い
る
。

法
華
経
の
中
で
龍
（
八
大
龍
王
）

は
、
法
華
経
を
守
護
す
る
護
法
の

善ぜ
ん
じ
ん神

と
さ
れ
て
い
る
。

龍
は
空
中
を
飛
翔
し
、
雲
を
呼

び
雨
を
降
ら
せ
、
東
を
守
護
す
る

青
龍
で
も
あ
る
。
龍
は
神
秘
的
な

力
を
持
つ
と
さ
れ
る
瑞ず

い
じ
ゅ
う獣で
想
像

上
の
動
物
で
あ
る
。

龍
が
握
り
し
め
て
い
る
の
は
、

あ
ら
ゆ
る
願
望
を
成
就
さ
せ
、
苦

悩
を
除
き
、
悪
を
祓は

ら

う
と
も
い
わ

れ
る
如に

ょ
い
ほ
う
じ
ゅ

意
宝
珠
（
玉ぎ

ょ
く）

で
あ
る
。

古
来
中
国
で
は
玉
が
貴た

っ
と

ば
れ
、

天て
ん
し子

の
象
徴
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
は
七
渡
山
と
言
う
日
蓮
宗

の
龍
鑑
寺
（
市
内
七
渡
）
で
あ
る
。

向
拝
の
「
雲
に
波
に
龍
」
の
彫
物

は
無
銘
で
あ
る
が
構
図
や
作
風
か

ら
高
松
又
八
郎
邦
教
と
推
定
さ
れ

る
。
特
徴
あ
る
波
の
渦
巻
き
模
様
、

龍
の
定
型
的
な
ポ
ー
ズ
、
火か

え
ん焔
の

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

▲龍鑑寺「雲に波に龍」

棚
引
き
方
や
波
の
崩
れ
方
等
又
八

の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

高
松
又
八
郎
邦
教
は
通
称
又
八

（
亦
八
）
と
言
い
、
門
人
十
一
人
を

育
て
た
江
戸
の
名
工
で
あ
る
。
本

名
は
蜷に

な
が
わ川

左さ

平へ
い

太た

親ち
か
な
お尚

と
言
い
、

公
儀
彫
物
棟
梁
と
し
て
、
厳げ

ん
ゆ
う
い
ん

有
院

廟
び
ょ
う（

徳
川
将
軍
四
代
家
綱
）
や
常

憲
院
廟
（
五
代
綱
吉
）、
そ
し
て
江

戸
城
改
修
工
事
な
ど
の
仕
事
を
し

て
い
る
。

又
八
は
、
寛
文
年
中
に
江
戸
に

出
て
名
彫
刻
師
島
村
俊
元
の
弟
子

と
な
り
腕
を
磨
い
た
。
俊
元
の
師

匠
は
村
井
正
俊
で
、
正
俊
は
俊
元

の
伯
父
と
も
言
わ
れ
、
左
甚
五
郎

の
末
孫
と
も
伝
わ
る
名
人
で
あ
っ

た
。
又
八
も
左
甚
五
郎
の
再
来
と

ま
で
言
わ
れ
た
名
人
で
あ
っ
た
。

同
門
に
は
島
村
圓
鉄
が
い
る
。

高
松
家
は
二
代
頼
直
（
有
章
院

廟
〈
七
代
家
継
〉
の
仕
事
）、
三
代

頼
品
（
惇
信
院
廟
〈
九
代
家
重
の

仕
事
〉、
日
光
東
照
宮
修
復
仕
事
）、

四
代
厚
孟
と
続
き
、
代
々
幕
府
お

抱
え
の
御
用
彫
物
師
で
、
彫
物
の

最
高
地
位
を
占
め
た
名
家
で
あ
る
。

又
八
は
上
州
沼
田
（
現
群
馬
県

沼
田
市
）
生
ま
れ
。
墓
は
同
県
み

ど
り
市
の
祥
禅
寺
に
あ
る
。
墓
石

の
戒
名
は
「
傳
心
院
外
空
邦
教
居

士
」
と
刻
ま
れ
、
そ
の
側
面
に
刻

し
て
あ
る
文
字
か
ら
「
江
戸
神
田

九
軒
町
（
現
千
代
田
区
岩
本
町
）

一
居
住
御
彫
物
屋
棟
梁
俗
名
高
松

亦
八
」
と
読
み
取
れ
、
没
年
は
享

保
元
年
（
一
七
一
六
）
二
月
五
日
と

刻
さ
れ
て
い
る
。

又
八
の
作
品
は
東
京
大
空
襲
の

戦
禍
に
よ
り
焼
失
。
そ
の
た
め
、

幻
の
名
工
と
言
わ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
近
隣
の
社
寺
で
数
多
く
見

ら
れ
、
中
で
も
某
寺
（
大
網
白
里

市
）
の
「
牡
丹
」
と
「
迦か

陵り
ょ
う

頻び
ん

伽が

」

の
欄
間
は
傑
作
で
あ
る
。
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◎選評　　斎藤正敏　
　夫婦って何なのだろう。他人だった男女が夫婦になって時を重ねてゆく。買物をしながら夫婦関係
に思いを巡らす作者ですが、夫婦の不思議は汲めども尽きずですね。

夫
婦
と
い
う
関
係
の
行
方�

�

山
本　

明
美

散
歩
を
兼
ね
一
日
置
き
に
ス
ー
パ
ー
へ
行
く

一
緒
に
買
物
を
す
る
老
夫
婦
が
目
立
つ

大
抵
奥
さ
ん
の
方
が
元
気
で

旦
那
さ
ん
は
カ
ー
ト
を
押
し
て
黙
っ
て
従
う

奥
さ
ん
方
は
旦
那
さ
ん
を
よ
く
詰
る

何
が
不
満
で
苛
つ
く
の
だ
ろ
う

よ
く
出
合
う
老
夫
婦
が
居
る

旦
那
さ
ん
は
杖
を
つ
い
て
い
る
が
歩
き
は
早
い

奥
さ
ん
は
辺
り
の
草
花
を
眺
め
ゆ
っ
く
り
歩
く

先
を
行
く
旦
那
さ
ん
は
時
々
立
ち
止
ま
っ
て

「
オ
イ
！
何
し
て
る
ん
だ　

早
く
こ
い
。」と
恐
い
顔

奥
さ
ん
は
知
ら
ん
振
り

三
十
年　

四
十
年　

五
十
年

長
く
連
れ
添
う
夫
婦
の
心
情

他
人
だ
っ
た
男
女
が
夫
婦
に
な
り

時
を
重
ね
る
中　

二
人
の
間
に
何
が
生
ま
れ
育
っ
て

行
く
の
だ
ろ
う

人
生
百
年
時
代

夫
婦
の
時
間
は
飛
躍
的
に
延
び
る

「
定
年
後
の
夫
婦
の
在
り
方　

過
ご
し
方
」

「
妻
の
地
雷
を
踏
ま
な
い
夫
の
関
わ
り
方
」
等
の

指
南
本
や
報
道
番
組
も
多
く
な
り

死
後
離
婚　

夫
婦
別
墓
も
珍
し
く
な
く
な
っ
た




